2013.2.17近隣ケア活動発表
つつじが丘8丁目近隣ケア代表　大柴美鈴
近隣ケア、ボランティアは、平成元年に地域福祉ネットワークの確立の趣旨で、各務原市からの要請でできました。私は友人から誘われて平成3年から参加しました。
当初は3,5,8丁目合同でした。当時の民生委員だった藤丸さんに指導していただきながら、いろいろ勉強させていただきました。平成10年より8丁目独自の活動となりました。
いろいろ不安だらけでしたが、「楽しくボランティアを」モットーにお互い無理のない範囲で活動して行こうと決め現在に至っています。
今年度の活動状況ですが、ボランティアは13名、対象者は31名です。各ボランティアの担当する人を決めています。それから,これからお話する活動（誕生祝い、花壇、暑中見舞い、年賀状、赤飯づくり友愛訪問）の仕事の分担を決めています。
誕生祝いですが、私が3月の自分の誕生日を前にして,家族は覚えているかなと思ったのがきっかけで、高齢者のみなさんにバースデーカードを出したらと思っていたら、4月から自治会より助成金が1万円多くいただけることになり洋菓子をもっていけることになりました。
4月の定例会では、新しく対象者となった方の担当を決め、みなさんの近況を報告し合いました。
6月は花壇作りです。この花壇は、昭和61年に私が子供会の役をしていた時に、南公園に作ったものです。思い入れがあり、放置されていたので、近隣ケアに譲ってもらいました。春と秋に市から花の苗をもらう日が通知されましので、その日より1週間前に土作り、当日に苗植えを行います。その日程の案内状を、見守りを兼ねて配布します。作業の後は公園にブルーシートを敷いてお茶を飲みながら、おしゃべりをします。人生の先輩の人たちに、いろいろお話をして頂きいろいろ学ばせて頂き、いつもとても楽しい時間です。
　7月は暑中見舞いを発送します。
　年賀状もですが、ボランティアのご主人で80歳の方が、とても書道の上手な方が見えるので、いつもお願いしています。毎回世相を考えた文面で、いつも感心しています。影のボランティアです。影のボランティアは他にも花壇の土作り、水やり等ボランティアのご主人が協力してくれます。
　7月21日は定例会で防災頭巾作りをしました。以前は友愛訪問の品を皆で手作りしていたのを思い出しながら、楽しい時間を過ごしました。
9月は赤飯作りです。5丁目の方に指導していただきながら、作っています。とても好評で、毎年楽しみにして頂いておりますぅ。
10月は花壇作りです。10年ほど前は、20人以上の参加がありましたが、最近では10人前後でした。10月22日は19名の参加があり、久しぶりの方もいらして、話に花が咲きました。
　11月19日、高齢者の方にお茶とお菓子をいただいたので、南公園にブルーシートを敷いて、お茶会をしました。
　1月は和菓子をもって友愛訪問をしました。ある独居の方を訪問していたのですが、お留守で、再度訪問したら、いつも乗って見える自転車はあったのですが、インターホンを押しても出て見えなかったので、電話したら「２階にいた。」とのことでした。お会いして、最近めまいがすると聞いていたので、「お元気で良かったです。」と言ったら涙を流して「ありがとう。」と何度も言われました。
もう一人の独居の方は、訪問したら開口１番、「朝１番、いつもこの窓を開けておきますのでよろしく。」と言われました。前回訪問した時には、そのようなことは言われなかったのですが、独居の方が、不安な気持ちで生活して見えると言うことを痛感しました。そういう気持ちは日々薄れることはなく、増していくと思われるので、見守りの回数を増やさなくてはと思いました。
今回委員長から話をしてくれとといわれ、大変困りましたが、今こうして振り返る機会をもつことができて改めてボランティアを続けてきて良かったと思いました。
若いお人がボランティアに参加してくれない等課題はありますが、私たちがやってこられたのは、試行錯誤しながら一からやってきたからではと思います。１０年後２０年後には若い人たちが、新しい形でやってくれるのではと期待しつつ、私たちボランティア同士で　見守りながら、見守られながら活動して行こうと思います。
